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はじめに

都市における “みどりの自然”は人間生活にとっても

っとも恨本的なものとして，また永続する生命の保証と

しても っとも重要と されるく宮/llhl970a , 1970 b）。都

市の無秩序な膨張に伴なう環境の悪化によ 勺て，自然環

境ば急速に消滅されてきている。かつて永い年月にわた

って人間と共存して来た，寺社林， 屋敷林，並木，斜而

に残存する常緑広葉樹林や薪炭林としてのクヌギーコナ

ラ林などの楠生は，人間の居住地の拡大とともに面積が

狭められたり，高木の枯死が目立ってきている〔宵脇

1970, 1970, 1972，奥田1971）。

しかし最近緑を基調とした人間の生活環境を守ろう と

する意識が国民全体にわたって急速に高揚されるように

なってきた。 それと ともに都市環境下における植生域や

樹木を対象として，生理生態的な調査研究が生理学，生

態学，植物社会学，造園学， 林学など広い分野にわたっ

て行なわれはじめた。

この報告は，首都閣の中心部に存在する自然教育園の

スダジイ林について，都市環境の怒化に伴なう自然植生

の現状と変遷を，個体群的な函と群落学的な国から，診

断把握したものである。ここでスダジイ林を特にとりあ

げた理由は，自然教育圏内でも っとも発達した群落であ

るにもかかわらず最近すい退してきていることの他に，

スダジイ林が日本の都市の大部分が存在するヤブツバキ

クラス域 （常緑広葉樹林域〉でも っとも代表的な終局群

落であり， ・im市の自然他生の保護や管理， さらに緑地の

造成二さいしてきわめて基本的な役割を果すものと考え

るからである。自然教育園における自然林の植生調査は

すでに行なわれ，植生図も作製されている（奥田，宮J!lh

1906, j処岡山崎，1970）。さらに森林の構造に関する分析

的な調査には沼田，手塚（1966）によ って行なわれてい

る。またスダジイ林に関する一般的な解説は奥田(1965)

によ って記述されている。

調査方法

自然教育圏内に残存するス ダジイ林およびスダジイ林

を構成するスダジイの巨木群について，昭和46年4月か

ら昭和47年 3月にかけて，毎木調査を中心とした種生態

学的な調査と植物社会学的な植生調査が行なわれた。毎

木調査は高木層を構成す巨木全部について，個体数や分

布，樹i同胸高周囲，葉層の被度や階層的な分布などの

計摂lj的な測定の他に，幹や根部の状態， 着生植物， シイ

林に共せいする昆虫（とくに植食性昆虫〉の発生状況な

どスダジイの生育にまつわる個生態的な観察が行なわれ

た。これらの資料は1950年および1965年の毎木調査資料

(l 、ずれも未発表〉と比較検討が行なわれた。

群落の総合的な診断は Braun-Blanquet]. (1964）の

値生調査法を応用し，スダジイ林のとく に退行に伴なう

群落の積組成の動態、が客観的に把握された。得られた資

料はテーブル操作法によ って，群落変遷の理論づけが行

なわれた。

調査結果

分析的測定 （毎木調査〕

a 個体数および分布について

自然教育園に残存するス ダジイ林はいずれも 卜分生育

した巨木鮮によ って構成されており，都市近郊にあって

は他に例を見なし、。その多くは約500年前に人工的に築

かれた延1.3kmの土塁上に生育している。樹令はし、ずれ

も約400年と推定される。1972年2月現在生存している
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スダジイの巨木は総百，.234本を数える。このうちn本は

1965年の高速道路2号線の工事のさいに立曳き工事で移

転され，林が復元されている。スダジイ林の高木！荷はほ

とんどがスダジイで占め Lづれているが，これらと間程度

の生育状態のダブノキ cl個体〉， アカ力、シ（18個体〉

が共存している。スダジイ林および巨木群の分布は図 7

に示されている。

b 木の大きさについて

現存の 234本のスダジイの胸高周囲で計測された値は

図 lのような分布をしている。この計調IJ値は1965年の毎

木調査の結果をまとめたものである（分校しているもの

は便宜上も っとも太いものの値をと っている〉。これに

本数

胸高周囲経級（叩）
5 10 15 20 

91～lOOC二二コ
101-llOC二二コ
111～ 120Cコ
121～130 c:=コ
131～140C:二二コ
141～ 150 c:==:二二コ
151～ 16ο亡二二二＝コ
161～ 170 cこ二二＝コ
171～180C二コ
181～190C:二コ
191～200C:二コ
201-210C二二二二コ
211～220C二二二コ
221-230・ E

231-240C二＝＝コ
241～250C二二コ
251～260 

261～270 c:::::=二二二コ
271～280・ E

281～2901 I 

291～300C二二二二コ
301～3101 I 

31 1～320L一一一一
321～330C二コ
331～340C二コ
341～350C:二コ
351～360Cコ
361～370Cコ
371～380ロ
381-390Cコ
391～400Cコ
401～4roC二二コ
41 1～420Cコ
421～430ロ
431～440 

441～450ロ

670 ロ

図1 Fig.1 スダジイの胸高周囲の分布〔数値は1965年

の毎木調査結果による〉。

よればスダジイ

の大きさには胸

高周閤 9lcmか

ら最高670cmま

できわめて個体

差があることが

わかる。さらに，

個体数が 131～

160cmの問およ

び 201～340cm

の聞に多い。最

大の個体は胸高

周囲（670cm,

104cm）根囲り

は19mある。木

の大きさに差が

あっても樹令は 写真1 Photo 1. 圏内最大内スダジイ

の樹冠 (1965年 1月〕。
ほぼ同じと考え

られているが， 中には主幹が枯死し，根元からの再出校

が二次的に主幹とな ったと考えられる個l本がし、くつかあ

る。

樹高は14～15m内外できわめて斉一である。

c 最近20年間の生存率

最近20年間(1950～1971）のスダジイ巨木群の生存率が

図2に示されている。この値は1950年の時点に生存して

いる個体数をもとにして1965年および1971年の調査の結
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図2.Fig. 2. 自然教育園内の主要樹種の生存率 (1950～

1971の21カ年間〉。1950年を 100とした割合。

〈 〕内はサンプ リングの数。
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写真2 Photo 2. 健全なスダジイ 林

(1965年 l月現在〉。

果からその変動

を図示したもの

である。都市環

境の悪化を反映

してアカマツ，

クロマツ，スギ

などの針葉樹の

生存率は早くか

ら激減している

のと対照的に，

スダジイは最近

まで数の変動を

見なかったもの

が，ここ数年間

に減少が目立っ

て来ている。

1965年から現

在にかけて，枯

死したものおよ

び葉量が10%以

下に低下して枯

死寸前のものの

分布を示したも

のが図 3であ

る。これによれ

ば枯死またはす

し、弱した個体は

スダジイ林全域

に及んでいる

が，東南，東，

および北に集中

的な分布が認め

られる。

写真3.Photo 3. 向上の場所の1972年 d 葉欝の値

1月の状態。 被度

スダジイの業群を最上層の樹冠部をしめる業群と，幹

から直接そく生した校 （中間層〉の葉群の割合を調べ

fこ。まず樹冠が，完全であった場合の業のおおっている

面積を想定してそれを100とし，現存する全体の葉量を

計リ ，その業盈：こ対 して幹生の枝葉のしめる割合を算出

した。両者の関係は図4に示されている。

図4（こよれば，高木層の樹冠部が完全にうつ閉してい

れば，幹生の枝葉の葉量はきわめて少なく， 樹冠部が，

何らかの外四条件の悪化に伴なって業量が減少するに従

って，幹生の築量のしめる割合が培力IIしていることがわ

かる。もっとも衰弱した 個体 では， ヒ層が完全に枯死

一．

’1筆、

、.
‘ぞ・、日 、·..• '・::・"" ...... 

ーーへ句、＼

．， 
〆・、そ少、ヘ、

＼・－、

、1・1
3・・i

，‘ ＝： 
・；≪‘：） ＇‘守”
:. ~’ 

＇・＇‘’一．， 

図3 Fig. 3. スダジイの枯死木の分布。
×印 (1950～1971年の聞に枯死したもの〉
・印 薬層10%以下で枯死寸前のもの

枯死及びすい弱個体の多い部分 1971. 10現役
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図4.Fig. 4.スダジイの樹木全体の葉量の被度に対する

幹生の校葉のしめる割合との関係（数字は個体

数を示す〉。

し，中間層あるいは根生の校にのみ葉が残存してしま う。

e 根部からの萌芽について

スダジイは｛也

のフ、ナ科植物と

同様に，主幹が

枯死した り，伐

採などによ って

もち去られたり

した場合，地表

ぎわから数本の

再出枝 〈蔚芽〉

を出す特性をそ

なえている。 関

東地方以南，四

国，九州の温暖

でしかも表土の

浅い立地では定

期的な伐採によ

写真B Photo 6.根ぎわから再出枝が る薪炭林経営の

でている状態 (1965年 3月〉。 結果，蔚芽によ

る一斉林が広く見られる。

自然教育園のスダジイ個体群においては，樹木が老令

になるとこの苅芽が伸長する。この新芽が主幹と交代し

ている株もいくつか観察される。この萌芽の発生や生育

は主幹の生育状態と関係があり，老化したものほど萌芽

の発生は多い傾向がある。しかし， 例外も多く決定的で

はない。

f 葉の寿命について

スダジイの葉の寿命 （開業から落葉までの期間〉に関

しては1971年 4月より園内に生育する種々な生育状態の

もの約30個体について定期的な調査が進められている

（奥田他未発表資料〉。現在までのところ次のようなこ

とが明らかにされている。巨木について，陽葉は約 1年

で交代するが，陰葉は寿命が長く， 2～3年間校に着生

している。 落葉率は成木の陽業で，開業後8カ月後の

1972年 1月現在で10%内外である。 自然生の幼樹て‘は落

葉率は少ないが，移植樹では30～15%とやや高い値を示

している。葉の寿命：土後述するように，潜葉虫の発生と

関係があると考えられる。

g 幹や根部の状態について

高木層が健全で連続した樹冠を形成している場合は林

内環境z陰湿状態て、安定し，幹の表皮や地表際の根部，

表層土など，湿気を十分保っているが，上層が枯損した

場合林内の環境が急変する。陰湿な環境下ーにあった樹幹

が直射光が当るようになると樹皮は離脱するようになり

ついで木部iこ腐朽が起り やすく なる。 地表の林床も乾燥

化によ って表土が流亡しやすくなり，その結果根部の露

出がはけ‘しくなる。とくに自然教育園のスダジイ林の場

合は，土るい上にあり，しかもくずれやすい関東ローム

層上に生育しているため，表土の流亡によ って倒壊しや

すくなる。

h 着生植物について

園内におけるスダジイの着生植物はきわめて少ない。

種子植物は見られず，シ夕、催物ではノキシノブとウ千ワ

ゴケがわずかに見られる程度である。込苔地衣の着生も

きわめて不完全である。これらはスダジイの生育に直接

影響を与えていない。

樹勢に関係ある着生植物に菌類のサルノコシカケ類の

着生がある。圏

内には個体数が

少ないが，樹勢

が極端に劣えた ／..！

個体に着生して

いるのが見られ
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写真BPhoto a潜葉虫の食こん（中央3枚〉。左右は健全
な業。

イ林に生息する動物群に関する生態学的な調査は断片的

にしか行なわれていない（北沢1966）。とくにスタジイの

茎葉を食する第一次消費者に関する研究は厳近まであま

り注意が払われていなかった。しかし，1971年 3月末に閣

内のスゲγイの数個体に早期落葉が見られたが，この落

葉のほとんどが潜薬虫 （幼虫期に業にも くって築肉を食

べる昆虫〉の食痕のいちじるしいのが認められた。この

潜葉虫については種名，生活史や個体群についてたrち

に調査が開始されたがまだ不明の点が多しく久居1972）。

圏内の発生のひん度は圏外のものと比較してきわめて高

いことが明らかにされつつある。潜業虫の幼虫、時代の食

4こんが築の主脈にそ っていることが落葉を早める結果と

な勺ていると考えられている。

I昔葉虫の（也に楽を直接切る昆虫も観察されたく凶 5〕。

現在のところ発生ひん！交はあまり高くはないが，これも

i信楽虫と問機関接に，スダジイの光合成作用を妨げるも

のとして今後注目しなければならなし、。

図5.Fig.5.菜切り性昆虫によ って切られたスダジイの
業。

j 台風や雪の害について

スダジイは強風にひかくでき弱いことは， 海岸の風衝

I也では林は成立できず， 他の群落におきかわることから

も推察される。台風のような突発的な気象変化によ って

圏内でも多くの樹木が幹おれや倒壊が起る。 1964年 9月

の台風20号では，スゲジイ数個体の斡おれや大枝の落枝

が起ったが，他に圏内では 2番目の樹高を誇勺ていたク

ロ7 ツが似l嬢 している。

また常緑広葉樹としてのス夕、ジイは雪にも強u、影響を

写真9.Photo 9. 1964年9月の台風によるスダジイの倒
木。

写真10.Photo 10. 1968年 2月の雪害の状況。

受ける。1%8年記月関東地方に多量の積雪をもたらした

とき ，スダシイをはじめ とく に常緑広葉樹の落校が目立

-, fこ。

k 降下ばいじんの影轡について

スダジイ林に隈らず都市内における樹木の葉はいちじ

るしくじんあいで汚染されている。スダジイ林のよごれ

の程度は低木屑のアオキの築面のよごれで洗妙法によっ

て測定した結果， 0.093mg/cm2に達し，きわめて多い

（菅原、，H吉，手塚1969）。 また圏内において 樹林全体

についての降 Fばいじん量についての測定では，スダジ

イ林のとらえるばいじん量は裸地の約5倍，夏緑広葉樹

林としてのコナラ林の2～3倍を記録している。

IT 総合的な測定 〈植物社会学的植生調査〉

a 自然の休分について

自然教育圏内の森林値生の群落学的な調査によれば，
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スダジ イ林の生育氏退に fl’う極組成の段 階的変 化（，；見明はノド文＂＇）第 1表
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Arundinaria chino 

Callicarpa japonica 

Oplismenus undulatifolius 

Viburnum dilatatum 

Euscaphis japonica 

Gynostemma pentaphy llum 

Sasa veitchii 

i3 riiV i: 
:3Nlll: 

1 ;4 V N 

： ~NV 

ヤマ グワ

ヘクソカズラ

ト コ ロ

アケビ

Morus bombycis 

Paederia scandens 

Dioscorea tokoro 

Akebia quinata 

1 :-ill IIf i: 
:mv 1: 

V II 1: 

: II I 1; 

;w II 

: ~－ I_I 

1 

モミ ジイチゴ

ヤマハセ・

ク→ナギ

アカメカ’シ ワ

カラスウ リ

イヌ吋rクラ

Rubus palmatus 

Rhus sylvestris 

Clerodendron trichotomum 

Mallotus japonicus 

Trichosanthes cucumeroides 

Prunus buergeri 

1 :vi: 
1:m 1: 

:m 1i 
:w : 
:m 

1 

ヤマノ イモ

ツjレウメ モ ドキ

ノブ ドウ

シ オ テ．

エ ビズル

Dioscorea japonica 

Celastrus orbiculatus 

Ampelopsis brevipedcuculata 

Smilax riparia var, ussuriensis 

Vitis ficifolia var, lobata 

一
句
E
A

－－A

’E
A

’E
A

’E
A

－－A

「
4
4

・・・。，
I

I

l

－

1
1
0
1
1
1
1
1

ー
に

コオ ソ’

タラノキ

ヒヨドリ ジョウコ・

ヨウ シュヤマゴボウ

クズ

ヤダケ
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Broussonetia kazinoki 

Aralia elata 

Solanum lyratum 

Phytolacca americana 

Pueraria lobata 

Sasa japonica 



Castanopsis cuspidata var sieboldii 

Aucuba japonica 

Trachycarpus fortunei 

Kadsura japonica 

Ardisia japonica 

Fatsia japonica 

Liriope platyphylla 

Hedera rhombea 

Ilex integra 

Eurya japonica 

Dryopteris erythrosora 

Eigustrum japonicum 

Ophiopogon japonicus 

Neolitsea sericea 

Machilus thunbergii 

Camellia japonica 

Quercus acuta 

Ternstroemia gymnanthera 

Dryopteris bissetiana 

Quercus myrsinaefolia 

Stauntonia hexaphylla 

Elaeagnus pungens 

Cinnamomum japonicum 

Dend ropanax t rifidus 

Thea sinensis 

Magnolia kobus 

Aphananthe aspera 

Cornus controversa 

Quercu serrata 

Disporum sessile 

Prum』sgray an a 

Ides ia polycarpa 

Acer palmata 

Ilex crenata 

S tyrax japonicus 

割
ミ昆

泊
f’・,i;j 

写真11. Photo 11 .高木層植被率が低下すると林床ビナ

ンカズラが多くなる (1971年3月〉。

スダジイ

アオキ

ン ュ ロ

ビナ ンカズラ

ヤブコウ ジ

ヤツデ

守’フ’ラン

キズタ

モチノキ

ヒ→ナカキ

ベニシダ

ネズミモチ

ジャノ ヒゲ

シロダモ

タプノキ

ヤプツバキ

アカガシ

モ ッコク

ヤ7 イタチ シダ

シラカ シ

i‘ Pく

ナワシログ ミ

ヤプニ ッケイ

カクレ ミノ

チャ

コブシ

ムクノキ

ミ ズ キ

コナラ

ホウチャ クソウ

ウワミ ズサrクラ

イイギリ

イロノ、モミ ジ

イヌツゲ

エゴノキ

4 4 v v 1 

4 4 v v 1 

4 4 v v 1 

4 4 v v 1 

4 3 v v 1 

3 3 v v 1 

2 4 v v 1 

4 2 V N 1 

33VIIII 

34IIIN1 

2 2 V N 1 

4 3 v v 
4 4 v v 
34VIII 

l2NN 

42IIIII 

2 3 IIIII 

2 1 NII 

21IIII 

2 1 II I 

1 II I 

1 2 II 

1 2 I 

2 II 

II I 

44VV1 

2 4 v v 1 

i 4mm1 

4 '3 v v 
2 3 v v 
3 4 NII 

23m1 

23IIm 

21NN 

1 I N  

圏内のスダジイ林はシラカシ群集域に接した，ヤブコウ

ジースダジイ群集（Bladhio-Shiietum sieboldiりのア

カガシ亜群集のー断片と考えられている。シラカシ群集

とは，乾性立地を指標するアカ力、シを含むことによ って

区分されている〈奥田1970，宮脇他1971）。

自然教育圏内のスグジイ林 を，とくに森林の衰退に対

応する種組成の変動に注目して行なった調査結果は表 1

に示されている。数値は；常在度（presence）で示されて

いる。

スダジイの自然林は スダジイ ，アオキ，ヤブコウジ，

ネズミモチ，ヤツデ，ヤプラン，キズタ，モチノキ，ヒ

サカキなど30種内外の常緑植物で構成されているが．ツ
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スグジイ林移制 後と 5年後の険組成の変化第 2表

2 

九
・

V

・
I

，
 

は

w
－

E
・
日
日

s制作苦手 り

.v.111f 1rnけ

No. of releve: 

Date of releve 

2

0
・》

0

8

0

5

0

噌

1

06

4

、
q
u
1
・
n
h
u
n
u

－－

IO 

80 

4 

30 

1.8 

90 

0.5 

50 

，：・：；木i:ii1府の山i：き

" " .f'1!l被rt玉
川本者＼ 2府の，：・：； さ

" " M.被咋t

fl＼；木！宵の，：・：；』 さ

" " M被準

草木！荷の l：目li!'1

II II 納被咋E

Height of tree layerー 1: 

Cover of tree layer 1 : 

He1 ght of tree layer- 2 : 

Cover of tree layer 2 : 

Height of shrub layer: 

Cover of shrub layer・ 

Height ot herb layer: 

Cover of herb layer: 

39 

4 .4 

1.2 

2 .1 

＋ 

十

1.2 

＋ 

3.3 

1.2 

1.1 

＋ 

＋ 

＋ 

45 

4.3 

1.2 

1.2 

＋ 

2.2 

＋ 

3.3 

+ .2 

＋ 

＋

＋

＋

十

・

＋ 

＋ 

＋ 

+ .2 
+ .2 

＋ 

’a
q
r
白’
a

n

，h

一

－
一

S

H

－

H

S

H

S

S

H

S

H

H

H

H

H

S

T

T

T

T

 

!I'.土見附数Total no of species 

f~M. した倍付本 （市主主制 ）

Castanopsis cusp1data var, siebold11 スダジイ

ブタMach1lus thunbergi1 

ヒサカキEurya 1aponica 

アオキ

モチノキ

ベ’ツテ’

Aucuba japonica 

Ilex in tegra 

Fatsia japonica 

チ ャノ キ

シュ ロ

イヌソゲ

ビナンカズラ

ジャノヒゲ

ンラカン

Thea sinens1s 

Trachycarpus fortune• 

Ilex crenata 

K d宮u ’aσ•ura japonica 

Ophiopogon japonicus 

Quercus myrsmaefolia 

1.;j J存葉樹

Quercus serrata 1.1 1.2 

2.2 

1.2 

＋ 

4.4 

2.2 

1.2 

+ .2 
＋ 

1.2 

1.2 

＋ 

1.2 

＋ 

T-2 

T-2 

s 
s 

T-2 

s 
H 

s 
H 

T-2 

s 
H 

コナラ

イイギリ

コウゾ

7ラノキ

干Hili1l[j圭芽生えた附矧

ldesia polycarpa 

Broussonet1a kazinoki 

Aralia elata 

ヤ 7 グワ

キハダ

- 8 ー

Mon』sborn bye is 

Phelodendron amurensis 



+.2 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

+.2 

＋ 

1.2 

+ .2 

＋ 

＋ 

1.2 

1.2 

+ .2 

S

H

H

S

S

H

H

S

H

 

モミジイチコ’

エビヅノレ

ノイノ〈ラ

エノキ

〆、ノレジオ ン

ドクダミ

アズマネザサ

Rubus palmatus var, coptophyllus 

Vitis ficifolia var, lobata 

Rosa multiflora 

Celtis sinensis 

Erigeron philadel phicus 

Houttuyma cordata 

Arundinana chino 

＋ 

内
F
U

の
4
n
4
q
，U内
4

n
，“。，“

．．．

．
．

．
 
＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

 

＋

＋

＋

 

S

S

S

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

 

ク サ ギ

ヌノレデ

アカメガシワ

タケ ニ グサ

トコロ

カラスウリ

タチツボスミ レ

ヒヨドリパナ

ヒメムカ シ ヨモギ

ミ ドリヒメワラビ

7ワク サ

イ ヌサrンンヨウ

ヒヨ ドリジョウコ’

ゲジゲジンダ

ガ7 ズミ

ツノレウ メモ ドキ

トポンガ ラ

ヤマノイモ

ヤブマオ

イヌホオ ズキ

l•;J I・.、 'f'.J切にt肖えたやBfi
Clerodendron trichotomum 

Rhus javanica 

Mallotus Japonicus 

Macleaya cordata 

D1oscorea tokoro 

Tnchosanthes cucumero1des 

Viola grypoceras 

Eupatorium chinensis var, simplicifolium 

Erigeron canadensis 

Lastrea v1ridifrons 

Fa.toua v1llosa 

Zanthoxylum schinifolium 

Solanum lyratum 

Phegoptens decursive-pinnata 

Vi bu rm』m dilatatum 

Celastrus obtusifolius 

Festuca paruigluma 

D1oscorea J aponica 

Boehmeria I ngispica 

Solanum ni rum 

＋ 

十

1.2 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

T-2 

s 
H 

H 

H 

H 

H 

H 

H 

H 

エゴノキ

7 ユ ミ

チヂミザサ

ウラシ 7 ソウ

ナップタ

ウワミズ吋’7ラ

ムラサキンキプ

＋ナ Jレトリイノ〈ラ

クサイチ ゴ

アケビ

5 年 Ill！ に新たに芽’I＇.えた 干·fl ~tl
Styrax japonicus 

Euonymus sieboldianus 

Oplismenus undulatifolius 

Arisaema urash1ma 

Parthenoc1ssus tncusp1data 

Prunus grayana 

Callicarpa japonica 

Smilax china 

Rubus hirsutus 

Akebia quinata 

＋

＋

＋

＋

＋

 

S

S

S

H

H

 

守’フ’ソノぐキ

キ ノ’タ

ビヮ

ンロ 7・モ

ネズミモチ

Camellia japonica 

Hedera rhombea 

Eriobotrya japonica 

Neolitsea sericea 

Ligustrum japonicum 

表で示されるように，スダジイ林の生育状態 の変化

c l→ 5）にともなって，構成する種組成に段階的な変

化が認められる。上述の林縁植物や二次林構成種が侵入

している状態を第 l段階とすれば， ヤマグワ，へクソカ

ズラ，トコロ などの林縁生の種類が侵入した段階が第2
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タ，アズ、マネザサ，ムラサキシキフ，ガ、マズミなどの林

縁植物や，コブシ，ム クノ キ， ミズキ，コナラなどの二

次林構成種もきわめて多く 生育している。この原因はス

ダジイ林の形態が細長いこと ，過去の人為的な影響，高

木mの衰退などが考えられている（奥田1965）。



写真12.Photo 12. スダジイの巨木の移植状況（1964年
5月〉。

段階であリ ，さらにモミジイ チゴ，クサギ．アカ メカシ

ワなどの伐採地に生ずる生長の早い陽樹類が加わった状

態が第 3段階である 。第 4段階以降は好陽生の低木やつ

る植物が侵入し，これらの段階ではもはやスゲジイ林は

崩壊に近し、。これらの林縁生の種群はスダジイ林がま と

まっていて完全な状態にあれば殆んどまれにしか出現し

ない。

b 移植林について

1965年に高速道路築造にともない，園の西側約200mに

わたって土塁に生育していたスタジイ林の移転が行なわ

れた。この工事では表層土も含めてそっくり 移転されて

いる。これらは移転後スダジイ林が復元されているが，

当時の種組成と ，移植約5年後の同じ地域での調査資料

との比較を行なった結果が表2に示されている。

復元されたスダジイ林は，移植直後は立地の撹乱によ

ってシイ林構成種以外の種類，例えば，イイギリ，コウ

メ，クサギ．キハダ， ヌノレヂ， アカメガシワ，イヌザン

写真13.Photo 13. 移植直後のス ダジイ林。

林床に陽生の草木が密生している(1965
年12月〉。

ショ ウな

どの陽樹

や，タケ

ニグサ，

クワク

サ，イヌ

ホオズキ

などの陽

生革本が

一斉に発

芽，生長

してい

る。 こJi,

とよく 似

たことは

スダジイ

の倒木後

の植生変

化にも見られる。5年後の結果はイイギ リ．キノ、ゲ．ャ

マクワなどをのぞき， 他の多くのf氏ヨト；類は消えている。

！氏木屑，革本暦の被l支はf氏Fしている。 新たに出現した

ものの中には，ヤブツバキ．キスタ， シロ苧モたどの常

緑植物の実生が低木層や革本用に見られる。

林内の状態は，移植直後はきわめて不安定であ 勺たが，

5年後には安定した状態を保つにいたってる。

論 議

a 健康度による個体の樹勢のランクづけ

以上のように圏内産のスダジイ林および，スダジイ戸

木群について各面からの調査が行なわれた。これらの結

果を総合しながら，ス ダジイの生育状態についてランク

づけが試みられた。森林とく に，都市内において機能的

な面をもたせたいわゆる都市林の実際的な管理や創造た

どに際し，主と して高木層と，高木層と林床楠生との相

互関係にたって．生育状態に階級づけを行なうことは必

要なことと考えられる。さらに植生を都市環境の指標と

して 用 いる場 • ~· ¥ :£4'叫．
' 明也九F ぬ

合，樹木の健康 ·＂%~·色濃'if!
状態を，比較検 更穴士 、，

討することは有 門知
効と考えられる

樹木の健康状

態を最もよ く反

映するのは薬量；

と考え られる。

さらに業の階層

的な分布が問題

になる。スダジ

イ林の場合， 健

全な生育状態の

個体で高木精が

形成されている 写真14.Photo 14.健全なスダジイ

場合，すなわち （健康度Y1970年 2月〉。

、vιぷ蜜触を
‘・警松戸・，，』....... ~ .J円

江M"＇），田 川
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十分発達した状

態で最上層はほ

ぼ90%内外の被

度でしかも亜高

木昭の被店主は少

なく， 林内はほ

とんど常緑性の

陰樹で構成され

ているのが真の

状態である。高

木層を構成する

樹木の生育がし

だいに弱まるに

従って葉量が減

少し，林内に光

や風が侵入する 写真16.Photo 16. 健康度目の個体。

ために林内環境 枯れが大枝に及ぶ〔1971年 8月〉。

写真17.Photo 17. 健康度 目の個体。回復不可能と考え

られる (1971年 l月〉。

% 
30 

25 

20 

15 

10 

5 

10 

割合 枯
健康度 死

23 

17 

12 12 

II III N 

図S Fig. B 圏内産スダジイの健康度の割合。

26 

v 

が変化し，陽生

の高木や低木類

が侵入しジヤ ン

グノレ状になる。

このように葉量

の変化が樹勢や

林床状態に与え

る影響が多いこ

とから，この点

を重視して，以

下にのベる 5階

級に分け，これ

を健康度と名づ

けfこ。

スダジイの健

康度は下記のよ
写真18.Photo 18.健康度 Iの個体，

業の量は10%以下で枯死寸 うに区分され

前のもの〔1971年 3月〉 る。

V：；葉量は 80～100%で完全な樹冠を示す。または新

捕の一部がわずかに枯損している場合も含む。幹生の

葉の被度は全体の20%以下。樹皮も健全。林床植生は

第 1段階。

W：：葉の残存率はfj()～80%。新梢の枯損が目立ちはじ

める。幹生の葉量は全残存葉量の30～40%をしめる。

また全植被が80%をこ えても幹生薬のしめる割合が多

い（40%以上〉場合はこれ に含める。林床は第 2段

階。常緑つる植物のビナ ンカズラが増加し，冬季の紅

葉によ 勺てはっきり認められる。

国：葉の残存率が40～60%。枯死が新檎から大枝に及

ぶ。幹出枝葉が40～60%をしめる。林床植生は第 3段

階に進む。

H：；葉の残存率が20～40%。ほぼ幹出枝のみとなる。

大枝が半数以上枯死する。機部の空洞が表面に 現 わ

れ，強風で倒壊しやすくなる。樹皮が直射光によ って

はがれて落ちる。サノレノコシカケなどの菌類の着生を

みる。林床植生は 4の段階。

I：；葉の残存率は10～20%，主幹に枝葉はなく ほぼ完

全に幹出枝や根ぎわからの再出枝のみとなる， 株床は

5の段階。

以上のように定め，スダジイの巨木群について分布を

示したのが図7である。このように図示すれば，その森

林の健康状態，または枯死木や衰弱個体の分布などか

ら，ある程度まで量的な評価は可能と考えられる。さら

に，他の樹種についても適用できると考え られる。

健康度がどの段階になればその樹木が回復不能になる

かはまだ決定的ではないが，おそ らく 健康度Eがその境

界にあると考えられる。WおよびVは葉量が多く，この

- 11ー



4
十
｜

Jt j91j 

0 他hJiI~ V 

ロ ＂ IV 

l> " Ill 

．”H ． 
、， yイt1't"-

図7.Fig. 7.自然教育圏内におけるスタジイの巨木の分布とその健康度 (1972年3月現在〉。
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まま，生育審を与えている気象条件を停止すれば十分回

復する。一方 Hの段階まで衰弱した個体は薬層の減少と

ともに幹や表皮にまで徴候が現われているから，恐らく

回復は困難であろうと考えられる。

スダジイの健康度別の割合は図 6に示されている，こ

れによれば全本数の約24%は回復不可能ということにな

る。

健康度と樹木の大きさとの関係、について胸高周囲 801

cm以ヒ 440cm までのスダジイについて検討してみた

が． これによれば胸高周囲いわゆる幹の太さに関係な

く，平均的iこ健康状態が悪くなっていることが云える。

b スダジイ林の哀弱の原因について

i ）群落自体の変化

スダジイの生育が最近目立っておとろえている原因に

外聞の環境の変化と群落自体の遷移または樹令の岡市が

考慮の対象となる。まず高木屑のスダジイは巨木や老

木が多く ，いわゆる寿命に近づいていることが考えられ

る。スダジイの寿命に関してはあまり報告はない。

天然記念物の指定を受けているスダジイには圏内に生

育している個体以上のものがある。現存する最大のスダ

ジイは石川県酒井の馬場のシイで幹周囲約10.3mあると

L、われている（本田1958〕（表3〕。現存はしていない。

表 3.天然記念物に見られるスダジイの巨木

場所 件名 （指定年月〉 J 幹囲 ｜根囲｜蘇

スダジィ ｜ 
I m m 年

石川県 ｜ 
酒井の馬場ジイ〈大正15. 10指定γ10. 3 ilO. 6 

鳥取伯者の大ジイ 〈昭和12.4 II) I 9. l I -
愛知県 神明社大ジイ（昭 7.4 II ) i 8.3 il2.3 

鳥取県波々伎神社 13. 6～5.7ー

東京都大島 （昭 26.6 II ) 4. 95 ,l J. 7 
シイノキ群叢 • I 

東京都 ｜日白金御料地 I . CUB. 24. 1111) lo. 9～6. 7ー I500 
（自然教育園〉 i I 

ツフラシイ

宮城県称名寺（昭 18.811 )1 7.38 - 550 

石川県堂 形〈昭 18.s11 ) If 7・85 112-011300 
i { 5. 2 112. 2 j 

が，旧東京市内随ーの大木は本郷蓬来田1の栄松院に幹周

囲8.5mの巨木があったといわれている（倦山1960）。こ

れらの点を考慮すれば，自然教育闘のスダジイ群は独立

樹としてではなく ，群落状に生育しているけれども，平均

幹周囲 3m内外のものが多く，上記のような記録的な値

にはほど遠い値を示している。しかも枯死木や衰弱個体

は幹の太さに関係なく起っている。

群落の動態から見ると ，圏内のスダジイ林の構造は高

木層が発達しているにもかかわらず斑高木層またはそれ

に近い個体は少ない。沼間，手塚 (1966）の調査したス

ダジイ林では孤高木屑のスダシイが多く再生産性を認め

ているが，これは圏内で最もすぐれた植分を扱かってい

ることによるものと考えられる。

毎木調査の際の観察によれば下層には高木につくよう

なスダジイの個体数はきわめて少なかった。この原因と

しては，過去の管理（下刈 り，現定その他〉の影響か，

または群落遷移の面から極相林として形成されてからの

期間が短かく，高木層の交代期にまだ近づいていないか

などが考えられる。しかしスダジイ林の極相林としての

構造的特性が解明されなければはっきりしたことは云え

ない。

ii〕外図条件の変化

スダジイの衰退している個体の分布が局地的であるこ

とから，外四条件の変化，とくに，微気象的な要素例え

ば気温，温度，林内を流れる風力と風向とたまり，外聞

の都市環境の急変，大気の組成の変化 （C02S02 etゆ

などがスダジイ林の生育に影響を与えていると考えられ

る。とくに閣の周囲の大形構築物の建設による風向の変

化と，地形からくる C02S02などのガスの局所的な滞

留などが強い影響を与えている。このことは園のとくに

東側ばこれに接して，最近になって建設されたアパート

群の影響を受け，さらに北面部は谷部へのヵースの滞留と

高速道路方向からの有害ガスを含む風の移動が主要因と

考えられているく三寺他1972）。西側lのス夕、ジイ林への高

速道路の影響は，移植林であるためにその被害の判定は

困難である。

以上の他に都市環境の特徴ともいうべき降下ばいじん

の増加による業のよごれがス夕、ジイをはじめとするすべ

ての植物の炭酸同化能力をいちじるしくさまたげてい

る。また，潜葉虫その他の槌食性昆虫の異常に近い発生

による生育カの減退も，森林機能のバランスに影響を与

えるきわめて重要な要因である。

し、ずれにしても，林木の l本が枯死しでも林内に直射

光や強風の透入となり，林床の表層に乾燥化が起こ

る。さらに落葉の分解が促進され林床植生はあたかも伐

採後の植生に似た様相を示すなど，群落内のバランスに

し、ちじるしい変化をもたらす。

スダジイ林の保護について

圏内に現存するスダジイ林は関東地方て‘は唯一の規模

と質をもっ極相林の一典型であるだけに，また首都圏と

し、う大きな都市環境下にあるだけにその保護と管理はと

くに慎重に行なわれなければならない。

これまでの調査結果から，このスダジイ林の立地条件

はきわめて不利であることが言える。とく に森林の分布

形態が狭長であり，しかも圏内では都市環境の影響をも
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っとも強く受けると考えられる周辺部に位置している。 はじめ，各地の観光道路の貰通によ って起る森林の破線

また生育地が人工的な盛土であるということも林床の安 には， 7 ン卜群落の造成を欠いたことがその主要因であ

定を保つうえにきわめて不利な条件である。 るといわれている（宮脇1970）。

スダジイ林の保護のための具体的な管理方法はいろい 都市，または工業立地にあって環境保全林の造成の場

ろ考慮される。例えば林床の乾燥化に対しては撒水が考 合には，現存および潜在自然植生図を応用した立地の能

えられる。また業面のよごれも定期的な撒水による洗縦 カに応じた樹種の選定と，森林の保護組織としてのマン

によ ってある程度までは可能であろう 。実際，異常乾燥 卜群落を設置することが要求されている。自然教育園の

の場合には撒水車によ って撒水を行っている。また，高 スダジイ林の場合も林縁植生を欠く部分や風道にあたる

速道路ぞいの樹林移転地には自動の撤水器が設置されて 部分，また市街地や道路に面した部分には林縁植生を十

おり，効果をあげている。 分復元することが望まれる。7 ント群落の造成に適する

高木層の樹木生育力を強化するために，林内へ施肥を 樹種は表 1のコナラ林やミズキ林の構成種の中から選定

行なう という考えがある。これは，管理の対象が人工林 が可能である。生態学的な無理のない手法による林縁群

などの生産を目的とする場合，あるいは森林の造成直後 落の造成は，人為的なコントロールのきわめて困難な有

で，－II寺的な栄養の供給源としてむあるならばともかく， 害ガスの森林内への侵入を｜坊ぐ防壁ともなりうる。

自然状態で存続している森林では，林を構成している生

物全体に頒的にも量的にもバラ ンスを乱す。とくに高木

に与えたはずの栄養分は生活力の強b、林床植物や林縁植

物にうは‘われ，かえ って高木を衰退枯死におい込む結

果と なろう。また栄養塩類のバラ ンスのみに考慮をおu、

て，下層木の下刈りや抜きぎりなどを行なうことは，林

床に乾燥化が起り，林床植生に混乱を来す。

森林の造成や移転，林内への補横などを行なう場合

は，をの立地のポテンシャノレな能力を支える土肢の管理

がきわめて重要である。例えば圏内における高速道路工

事に伴なうスダジイ林の移転は現在のところまずまずの

成果と考えられる。 造成当初は林床にかなり混乱があっ

たが， 5年後には一応安定した状態を保っている。この

結果をもたらした要因には土岐の移転が考えられる。森

林をはじめ景域の復元には表層土の保護を法律化してい

る例を引きだすまでもなく，立地のポテンシャ／レな能力

の確保とそれに応じた樹種の植殺が肝要である。したが

って未熟な土桜上に極相林構成種を植栽して早急に成林

させようとしても不成巧に終るであろう 。

以上のことがらは，たとえ巨額の管理賞’用を投入して

行ない得たにしても，自然林が永続できる保証はなく，

一時的な対象療法にすぎない。

ス夕、ジイ林に限らず，ある一定面積の森林を保護しよ

うとする場合，も っとも重要なことは，林内の微妙な環

境を安定に保ち，外囲環境をしゃへいするために，林縁

部分を十分に保護しなければならないといわれている。

この林縁に生ずる群落は，陽生の低木やつる植物で構成

されるマント群落（Mantelgesellschaft）と，その前面に

位置する多年生革本によるソデ群落（Saumgesellschaft)

を含めてレづ。林縁植生は，自然の環境条件と，植物相

互の競争などの秩序規制の結果，森林の外縁にうすい膜

となって存在し，結果的には内部の森林を保護する役目

を果している。富士山北斜面の孤高山針葉樹林の破壊を

まとめ

昭和46年 4月から昭和47年3月まで，自然教育圏内に

残存するスダジイ林とスダジイ巨木群について，その保

護と管理のための生態学的な基礎的調査が行なわれた。

スダジイの巨木群は1972年2月現在 234本を数える。

胸高周囲 130～340cmの個体が多く，いずれも樹令は

400年内外と推定されている。

スダジイの生育状態は1965年まではあまり変化がなか

ったが最近5年間で急速に劣えてきている。1965年以降

に枯死した数は全体の約10%に達している。

スダジイの生育が劣えるに従って業の量が減少する。

葉量が減少するに従って幹生の校につく葉の量のしめる

割合J立高くなってし、く 。業量が健全H寺の半分以下になる

と，樹皮が乾燥してはがれ落ち，機部の露出がみられる

ようになる。

スダジイの業肉に潜って被害を与える潜葉虫の異常に

近い発生が見られた。この昆虫に関しては調査中であ

りまだ不明の点が多いが，早期落葉の一因となり，樹木

の生育に影響を与えている。

スダジイ林のとくに高木層の樹木の生育力が退化する

に従って群落の種組成に段階的な変化が認められた。高

木の枯死によ って林内環境が変り，陽生の低木やつる植

物が侵入している。

1965年高速道路工事で移転されたスダジイ林は，種組

成を検討した結果，移植5年後の1971年には林床は一応

安定している。

スダジイの巨木群についての個体群的および植物社会

学的な調査結果から樹木の生育状態を示す健康度が考案

された。これは健全なものから枯死寸前までをV～ lの

5階級にわけた。この階級はとくに業量に重点を置いて

きめられている。健康度の割合や分布，木の大きさとの
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関係など調べた結果，スタジイ林の生育状態を診断する

のに有効な方法であると考え られる。

スダジイ林の衰弱の原因には群落の内因と外因が考慮

された。スダジイの寿命または群落の成熟の程度などか

boughs 

l l Leaf coverage 40-20%. Bari《s exfoliating, 

and infected by parasites(Fungi) 

l Leaf coverage less than 20%. The stand 

ら．まだ崩嬢期には達していないと考え られる。 wholly brightend. 

外聞条件，とくに周囲の道路や大形構築物による気象 The histogramm of the health indices classified 

条件の急激な変化がスダジイ林の衰退の最大の原因と考 above and spat凶 distribution for all the old Cas 

えられる。これは圏内における気象学的な測定結果と， ta noρ＇SiSーtreesare shown in Figures 6 and 7 res-

スダジイの枯死木の分布などから推定できる。 pectively. 

スダジイ林を保護するために潜水施肥，補植など種々 The phytosociological observations show a gradー

な管理方法について考究された。しかし自然林の管理の ual invation into the stands, shrubby and climbing 

場合生態学的な見地から， 林縁部を十分に保護育成する plants such as Marus bombycis, Paederia scandens 

ことが，森林を保護するためにも っとも無理のない手法 var. mairei, Dioscorea tokoro, Mallotus jaρonicus 

であると考え られる。

Summary 

Since 1965 ecological observations and surveys 

have been carried out on the old huge Shii-tree 

(Castanoρsis cuspidata var. sieboldii〕－standsgrown 

in the National Park for Nature Study, Central 

Tokyo 

The Shii-stands in the park are climax or climax-

like (Bladhio Shiietum sieboldii) and consist of 

many evergreen plants such as Eury a japonica, 

Fatsia ja仰柑ica,Aucuba japonica, Kadsura ja-

ρonica, Ardisia jaρonica, Dryoρteris erythrosora, 

Ophioρogon jaρoηicus, Liriope plaかphylla etc. 

as well as Castanopsis cuspidata var. sieboldii 

The stands and their costituents grow very natu-

rally, but now under bad influences of urban en-

vironment. Thus, not only the Shii-trees but also 

other many tree species in the park are gradually 

reducing their vitality(Photo 2-5). 

In the results of autecological studies, the number 

of old trees in the stands counted 234, and their 

size distribution ranged mainly from 1. :JO to 3. 40 

meter in circle at breast height(Fig. 1). The maxi 

mum tree reaches 6. 70 m. (Photo 1〕．

The health of all trees in the forest are judged 

using following standard classifi】cation. The health 

index of growth condition for Castanoρsis cusρ← 
data var. sieboldii is as follows. 

V Leaf coverage entirely, more than 80% of 

etc. following the degradation of the upper tree 

layer (Tab. l. ), and the forest floor becomes 

like a jungle (Photo 11. ). 

To conserve this area in a good conditon, several 

managing and controlling plans such as sprinkling 

of water against dryness of the soil and fertilizing 

and transplanting young trees into the stands in 

place of the weakened trees. However these artト

fitial tr白 tmentshave more or less risks to disturb 

the balances of biota in the natural community 

The most important and safe management is to 

protect and controlling the marginal communities. 
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